
台
湾
出
身
者
戸
籍
の
「
中
国
」
か
ら
「
台
湾
」
へ
の
表
記
改
正
を
求
め
る
要
望
書 

 

私
ど
も
日
本
李
登
輝
友
の
会
は
、
文
化
交
流
を
主
と
し
た
日
本
と
台
湾
の
新
し
い
関
係
を
構
築
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
る
民
間
団
体
で
す
。 

法
務
省
は
こ
れ
ま
で
、
台
湾
出
身
者
が
日
本
人
と
結
婚
し
た
り
帰
化
し
た
場
合
、
戸
籍
の
国
籍
や
出
生

地
を
「
中
国
」
や
「
中
国
台
湾
省
」
と
し
て
き
ま
し
た
。
中
国
と
は
中
華
人
民
共
和
国
の
こ
と
で
あ
り
、

中
国
台
湾
省
と
は
中
華
人
民
共
和
国
の
行
政
区
を
指
し
ま
す
。
即
ち
、
台
湾
出
身
者
を
中
国
人
と
し
て
い

る
の
が
現
在
の
戸
籍
制
度
で
す
。 

戸
籍
に
お
い
て
、
台
湾
出
身
者
の
国
籍
を
「
中
国
」
と
し
た
の
は
、
昭
和
三
十
九
（
一
九
六
四
）
年
六

月
十
九
日
付
で
出
さ
れ
た
法
務
省
民
事
局
長
に
よ
る
「
中
華
民
国
の
国
籍
の
表
示
を
『
中
国
』
と
記
載
す

る
こ
と
に
つ
い
て
」
と
い
う
通
達
で
し
た
。
こ
れ
は
政
府
も
、
大
江
康
弘
・
参
議
院
議
員
の
「
質
問
主
意

書
」
に
対
す
る
「
答
弁
書
」
で
明
確
に
認
め
て
い
ま
す
。 

昭
和
三
十
九
年
と
い
え
ば
今
か
ら
四
十
八
年
も
前
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
年
で
、
日
本

が
中
華
民
国
と
国
交
を
結
ん
で
い
た
時
代
で
す
。
し
か
し
そ
の
後
、
日
本
は
中
華
民
国
と
断
交
し
て
中
国

と
国
交
を
結
ぶ
な
ど
、
日
本
と
台
湾
・
中
国
の
関
係
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
東
京
都
は
平
成
二
十
年
五
月
、
住
民
基
本
台
帳
の
表
記
に
つ
い
て
昭
和
六
十
二
年
の
通
知
が
現

状
に
即
さ
ず
、
正
確
で
は
な
い
と
の
判
断
か
ら
、
台
湾
か
ら
の
転
入
・
台
湾
へ
の
転
出
の
際
に
は
「
台
湾
」

の
表
記
を
認
め
る
と
い
う
通
知
を
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
政
府
は
観
光
客
に
対
す
る
ノ
ー
ビ
ザ
措

置
や
運
転
免
許
証
の
相
互
承
認
を
台
湾
と
は
行
い
、
中
国
と
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

さ
ら
に
、
平
成
二
十
一
年
七
月
の
「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
」
の
改
正
に
基
づ
き
、
去
る
七
月

九
日
、
こ
れ
ま
で
の
外
国
人
登
録
証
明
書
を
廃
止
し
在
留
カ
ー
ド
を
交
付
す
る
に
際
し
て
は
「
国
籍
・
地

域
」
欄
を
設
け
、
台
湾
出
身
者
は
「
中
国
」
で
は
な
く
「
台
湾
」
と
明
記
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
実
施
さ

れ
た
外
国
人
住
民
基
本
台
帳
で
も
、
台
湾
出
身
者
の
「
国
籍
・
地
域
」
は
「
台
湾
」
と
表
記
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
台
湾
が
官
民
挙
げ
て
歓
迎
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
す
。 

ま
し
て
や
台
湾
は
、
こ
れ
ま
で
一
度
た
り
と
も
中
華
人
民
共
和
国
の
統
治
を
受
け
た
こ
と
は
な
く
、
台

湾
を
中
国
領
土
と
す
る
の
は
、
台
湾
侵
略
を
正
当
化
す
る
た
め
の
中
国
の
政
治
宣
伝
以
外
の
な
に
も
の
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
事
実
、
こ
の
戸
籍
表
記
は
日
本
政
府
の
見
解
に
も
合
致
し
て
い
ま
せ
ん
。 

こ
の
よ
う
に
、
台
湾
出
身
者
の
戸
籍
表
記
を
早
急
に
改
め
る
べ
き
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
放

置
し
て
お
く
こ
と
は
中
国
の
覇
権
主
義
的
主
張
を
受
け
入
れ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。 

つ
い
て
は
、
法
務
大
臣
は
戸
籍
の
国
籍
欄
お
よ
び
出
生
地
欄
を
在
留
カ
ー
ド
に
な
ら
っ
て
「
国
籍
・
地

域
」
と
し
、
台
湾
出
身
者
は
「
中
国
」
で
は
な
く
「
台
湾
」
と
表
記
す
べ
く
、
早
急
に
民
事
局
長
通
達
を

出
し
直
す
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。
併
せ
て
、
こ
こ
に
私
ど
も
の
要
望
に
賛
同
す
る
署
名
（
第
四
期
）
一

千
二
百
九
十
六
名
分
を
呈
し
ま
す
。 

す
で
に
一
昨
年
十
一
月
に
は
柳
田
稔
法
務
大
臣
に
同
様
の
要
望
書
を
示
し
、
ま
た
昨
年
十
一
月
十
日
に

は
署
名
第
一
期
と
し
て
一
万
五
千
六
百
四
名
分
、
本
年
三
月
十
六
日
に
は
第
二
期
と
し
て
一
万
一
千
百
五

名
分
、
五
月
九
日
に
は
第
三
期
と
し
て
一
千
二
百
二
十
八
名
分
、
即
ち
二
万
七
千
九
百
三
十
七
名
分
の
署

名
を
要
望
書
と
と
も
に
送
付
し
て
い
ま
す
。 

法
務
大
臣
に
お
か
れ
て
は
、
す
で
に
在
留
カ
ー
ド
が
実
施
さ
れ
た
現
在
、
台
湾
出
身
者
の
国
籍
表
示
の

整
合
性
を
図
る
た
め
に
も
早
急
に
民
事
局
長
通
達
を
出
し
直
し
、
台
湾
出
身
者
は
「
台
湾
」
と
表
記
す
る

よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。 

 

平
成
二
十
四
年
八
月
七
日 

 

日
本
李
登
輝
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会 
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務
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